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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有底円筒状の本体と、該本体の開口端を取外し不能に閉じる栓体とを備えてなり、前記
本体は、斜めの薄肉の破断部を中間部に形成し、所定数の錠剤を縦方向に収納する錠剤用
の収納スペースを前記破断部の下方に設け、添付文書を筒状に丸めて収納する文書用の収
納スペースを前記破断部の上方に設け、前記破断部の上下に力を加えて前記本体を折り曲
げると、前記破断部が破断して開封可能であることを特徴とする錠剤容器。
【請求項２】
　前記錠剤用の収納スペースの内面には、縦リブを形成することを特徴とする請求項１記
載の錠剤容器。
【請求項３】
　前記錠剤用の収納スペースの下端部には、スペーサリブを形成することを特徴とする請
求項１または請求項２記載の錠剤容器。
【請求項４】
　前記破断部は、前記本体の外周の１／２を超える長さに形成して両端部を前記本体の軸
方向に湾曲させ、前記両端部の間を薄肉の屈曲部に形成することを特徴とする請求項１な
いし請求項３のいずれか記載の錠剤容器。
【請求項５】
　前記破断部の両端部と前記屈曲部との間をリブ状の厚肉部によって区切ることを特徴と
する請求項４記載の錠剤容器。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、１回分または複数回分の服用量相当の少量の錠剤（カプセル剤を含む、以
下同じ）を収納して携帯することができる使い捨ての錠剤容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　１回分または複数回分の服用量相当の少量の錠剤を収納して携帯するための錠剤容器が
提案されている（特許文献１）。
【０００３】
　錠剤容器は、錠剤の直径相当の内径を有する有底の筒状の容器であって、容器の上端の
開口部には、着脱可能な栓体が屈曲片を介して連結されている。また、容器の底部上面、
栓体の天面には、それぞれ複数のクッション性の支持片が容器の軸方向に立設され、垂設
されている。そこで、容器内に収納する錠剤は、上下の支持片を介して支承されるため、
外部からの振動や衝撃を受けても、過大な衝撃音を発生したり、破損したりするおそれが
ない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１３３００１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　かかる従来技術によるときは、容器は、所定量の錠剤を収納することができるだけで、
効能や服用時の注意事項などを説明するための添付文書を収納することができないという
問題があった。また、着脱可能な栓体を介して容器を開閉するので、開封証明機能（いわ
ゆるタンパーエビデンス機能）を実現することが本質的に不可能であるという問題もあっ
た。
【０００６】
　そこで、この発明の目的は、かかる従来技術の問題に鑑み、折曲げ破断して開封する添
付文書入りの本体と、取外し不能な栓体とを組み合わせることによって、必要な添付文書
の収納と、開封証明機能とを併せて容易に実現することができる錠剤容器を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　かかる目的を達成するためのこの発明の構成は、有底円筒状の本体と、本体の開口端を
取外し不能に閉じる栓体とを備えてなり、本体は、斜めの薄肉の破断部を中間部に形成し
、所定数の錠剤を縦方向に収納する錠剤用の収納スペースを破断部の下方に設け、添付文
書を筒状に丸めて収納する文書用の収納スペースを破断部の上方に設け、破断部の上下に
力を加えて本体を折り曲げると、破断部が破断して開封可能であることをその要旨とする
。
【０００８】
　なお、錠剤用の収納スペースの内面には、縦リブを形成することができ、錠剤用の収納
スペースの下端部には、スペーサリブを形成することができる。
【０００９】
　また、破断部は、本体の外周の１／２を超える長さに形成して両端部を本体の軸方向に
湾曲させ、両端部の間を薄肉の屈曲部に形成することができ、破断部の両端部と屈曲部と
の間をリブ状の厚肉部によって区切ることができる。
【発明の効果】
【００１０】
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　かかる発明の構成によるときは、有底円筒状の本体は、中間部の薄肉の破断部の上下に
それぞれ文書用の収納スペース、錠剤用の収納スペースが形成され、取外し不能な栓体に
よって開口端が閉じられている。そこで、開封するためには、破断部の上下に力を加えて
本体を折り曲げ、破断部を破断させる必要があり、開封証明機能を確実に実現することが
できる上、文書用の収納スペースには、添付文書を筒状に丸めて収納することができる。
なお、本体を折曲げ破断して開封すると、丸められた添付文書の一端が破断箇所から外部
に露出し、添付文書を容易に取り出すことができる。また、本体の内径は、上下の文書用
、錠剤用の各収納スペースを通じて同一径であり、収納すべき錠剤の直径に適合させるも
のとする。そこで、錠剤用の収納スペースには、１回分、または１日分などの所定の複数
回分の服用量相当の錠剤を縦方向に一列に整列させて収納することができる。
【００１１】
　錠剤用の収納スペースの内面に設ける縦リブは、文書用の収納スペース内の添付文書を
支承し、添付文書が錠剤用の収納スペースに不用意に落下したり移動したりすることを防
止する。なお、縦リブは、錠剤の横移動を併せて制限し、外部からの衝撃や振動により、
過大な衝撃音が発生したり、錠剤が破損したりすることがない。ただし、横移動とは、本
体の軸方向に直交する方向の移動をいう。
【００１２】
　錠剤用の収納スペースの下端部に設けるスペーサリブは、錠剤の縦移動を制限し、過大
な衝撃音や、錠剤の破損を防止する。ただし、縦移動とは、本体の軸方向の移動をいう。
【００１３】
　斜め下向きの薄肉の破断部は、本体の軸方向に湾曲させる両端部の間に薄肉の屈曲部を
形成することにより、屈曲部を内側にし、破断部を外側にして本体を折り曲げると、破断
部が破断するとともに、破断後の両側が屈曲部を介して連結されたままとなり、不用意に
分離することがない。そこで、破断箇所から添付文書、錠剤を一層容易に取り出すことが
できる。なお、屈曲部は、破断部より肉厚を大きく設定することが好ましい。また、破断
部の両端部と屈曲部との間に設けるリブ状の厚肉部は、破断部の破断が屈曲部に不用意に
進展することを確実に防止することができ、破断箇所の体裁が見苦しくなるおそれがない
。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】全体斜視図
【図２】全体構成説明図
【図３】本体の要部拡大構成説明図
【図４】本体の要部構成説明図
【図５】栓体の構成説明図
【図６】図１のＸ4 －Ｘ4 線矢視相当の要部拡大断面図
【図７】使用状態を示す斜視説明図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を以って発明の実施の形態を説明する。
【００１６】
　錠剤容器は、有底円筒状の本体１０と、本体１０の開口端を取外し不能に閉じる栓体２
０とを備えてなる（図１、図２）。ただし、図２（Ａ）、（Ｂ）は、それぞれ図１のＸ1 
矢視、Ｘ2 矢視相当図であり、図２（Ｃ）は、図２（Ａ）のＸ3 －Ｘ3 線矢視相当断面図
である。
【００１７】
　本体１０の上端には、円板状の舌片１１が付設されている。舌片１１には、丸孔１１ａ
が形成されており、舌片１１は、屈曲可能な連結片１１ｂを介して本体１０の上端に連結
されている。
【００１８】
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　本体１０の中間部には、薄肉の破断部１２が形成されている。破断部１２は、本体１０
の外周の１／２を超える長さの断面Ｖ溝状に形成し、本体１０の外周に対して斜め下向き
に形成されている（図３）。ただし、図３（Ａ）は、図２（Ｂ）の要部拡大図であり、図
３（Ｂ）は、図３（Ａ）のＸ5 －Ｘ5 線矢視相当断面図である。
【００１９】
　破断部１２の両端部１２ａ、１２ａは、それぞれ本体１０の軸方向に上向きに湾曲して
いる。一方、本体１０の軸方向に湾曲する両端部１２ａ、１２ａの間には、薄肉の屈曲部
１２ｂが破断部１２の反対側に形成され、破断部１２の両端部１２ａ、１２ａと屈曲部１
２ｂとの間は、それぞれリブ状の厚肉部１２ｃによって区切られている。なお、屈曲部１
２ｂは、正面から見て鼓形に形成されており（図２（Ａ））、屈曲部１２ｂは、破断部１
２より厚肉に形成されている（図３（Ｂ））。破断部１２、両端部１２ａ、１２ａ、屈曲
部１２ｂ、厚肉部１２ｃは、それぞれ本体１０の外面側に形成されており、本体１０の内
面の平滑性に影響することがない（図２（Ｃ））。
【００２０】
　本体１０の内部には、破断部１２の上下にそれぞれ文書用の収納スペースＳ1 、錠剤用
の収納スペースＳ2 が形成されている。文書用の収納スペースＳ1 には、添付文書Ｄを筒
状に丸めて収納することができ、錠剤用の収納スペースＳ2 には、所定数の錠剤Ｔ、Ｔ…
を本体１０の縦方向、すなわち軸方向に一列に整列させて収納することができる。ただし
、図２（Ｃ）において、錠剤用の収納スペースＳ2 には、２錠のカプセル剤の錠剤Ｔ、Ｔ
が縦に積み重ねて収納されている。
【００２１】
　本体１０の錠剤用の収納スペースＳ2 の内面には、縦リブ１３、１３…が形成されてい
る（図２（Ｃ）、図３（Ｂ））。ただし、縦リブ１３、１３…は、収納スペースＳ2 の内
周のうち屈曲部１２ｂ側に３条を集中して上下に形成され、左右の２本は、本体１０の底
部１５にまで到達しており、中央の一本は、底部１５上を横切るスペーサリブ１４に連続
している。そこで、収納スペースＳ2 内の各錠剤Ｔは、縦リブ１３、１３…を介して横移
動を制限することができ（図２（Ｃ）、図４（Ｅ））、収納スペースＳ2 の下端部のスペ
ーサリブ１４を介して縦移動を制限することができる。また、文書用の収納スペースＳ1 
内の添付文書Ｄは、縦リブ１３、１３…を介して支承され、錠剤用の収納スペースＳ2 内
に不用意に移動することがない。
【００２２】
　なお、図４（Ａ）～（Ｅ）は、いずれも本体１０の要部構成図である。図４（Ａ）は、
図２（Ｃ）相当の要部断面図、図４（Ｂ）は、図２（Ｂ）のＸ6 －Ｘ6 線矢視相当の要部
断面図である。また、図４（Ｃ）～（Ｅ）は、それぞれ図４（Ａ）のＸ7 －Ｘ7 線、図４
（Ｃ）のＸ8 －Ｘ8 線、図４（Ｂ）のＸ9 －Ｘ9線矢視相当の要部拡大断面図である。た
だし、図４（Ｄ）は、上下反転させて図示されており、図４（Ｅ）には、収納スペースＳ
2 内の錠剤Ｔが併せて図示されている。
【００２３】
　本体１０の上端部内面には、段部１６ａを介して栓体２０用の大径部１６が形成されて
いる（図４（Ａ）、（Ｄ））。また、本体１０の上端部外周には、下側の一辺を段部１６
ａに一致させるようにして横長の窓１７、１７…が等ピッチに開口されており、各窓１７
の上部には、内向きの係合突部１８が形成されている。なお、各係合突部１８の上側は、
斜面に切り欠かれている。本体１０は、低密度ポリエチレンなどの軟質のプラスチック材
料により一体成形されている。
【００２４】
　栓体２０は、天板２１付きの円筒体の外周に対し、上から下に順に大径部２２、横溝状
の中間部２３、上向きの係合リブ２４、小径部２５を形成し、小径部２５に３段の上向き
の係合リブ２６、２６…を形成して構成されている（図５）。栓体２０は、ポリプロピレ
ンなどの硬質のプラスチック材料により一体成形されている。ただし、図５（Ａ）～（Ｃ
）は、それぞれ栓体２０の正面図、下面図、中央縦断面図である。
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【００２５】
　大径部２２の上下方向の幅は、天板２１の厚さより大きく、係合リブ２４は、大径部２
２と同一径に形成されている。なお、係合リブ２４、各係合リブ２６の下側は、斜面に切
り上げられており、各係合リブ２６は、大径部２２、係合リブ２４より小径に形成されて
いる。天板２１の下面には、十字形のスペーサリブ２７が垂設されており、スペーサリブ
２７は、栓体２０の下端より高い位置、すなわち最下段の係合リブ２６のほぼ中間位置に
まで垂下している。
【００２６】
　栓体２０は、本体１０の錠剤用の収納スペースＳ2 に所定数の錠剤Ｔ、Ｔ…を収納し、
文書用の収納スペースＳ1 に添付文書Ｄを収納した上、本体１０の上端の開口端に圧入し
て取外し不能に装着する（図２（Ｃ）、図６）。このとき、栓体２０の下部の小径の係合
リブ２６、２６…は、本体１０の大径部１６の下方に圧入され、大径の係合リブ２４は、
本体１０の各窓１７上の係合突部１８、１８…を弾発的に乗り越え、窓１７、１７…の位
置において係合突部１８、１８…に対して下から係合して栓体２０を抜け止めする。なお
、係合突部１８、１８…は、栓体２０の中間部２３に嵌まり込み、栓体２０の上面は、本
体１０の上端に一致する。栓体２０の大径部２２、係合リブ２４の外径は、本体１０の大
径部１６の内径に適合している。
【００２７】
　かかる錠剤容器は、本体１０に錠剤Ｔ、Ｔ…、添付文書Ｄを収納し、栓体２０を介して
封止した上、たとえば舌片１１の丸孔１１ａにフック棒Ｈを挿通して吊り下げて展示販売
し、整理保管することができる（図７（Ａ））。このとき、舌片１１の連結片１１ｂは、
上向きに屈曲させることができる。
【００２８】
　本体１０内の錠剤Ｔ、Ｔ…を取り出して服用するときは、本体１０の破断部１２の上下
に力を加えて本体１０を折り曲げ、破断部１２を破断させることにより本体１０を開封す
る（図７（Ｂ））。なお、本体１０には、破断部１２を外側にし、屈曲部１２ｂを内側に
して折曲げ用の力を加えるものとする。本体１０内の添付文書Ｄは、一端部が破断箇所に
露出するから、簡単に外部に引き出すことができる。また、本体１０内の錠剤Ｔ、Ｔ…は
、破断箇所を下側にして外部に取り出せばよい。ただし、栓体２０のスペーサリブ２７は
、文書用の収納スペースＳ1 内の添付文書Ｄが栓体２０の内部に不用意に嵌まり込んだり
、それによって添付文書Ｄが破断箇所から取り出せなくなったりすることを防止する。
【００２９】
　以上の説明において、本体１０に収納する錠剤Ｔ、Ｔ…の数は、１回分の服用量相当と
してもよく、たとえば１日の複数回分の服用量相当としてもよい。また、破断部１２の長
さは、本体１０を折曲げ破断して適切な破断箇所を実現するために、本体１０の外周の５
０％超８０％以下程度に設定することが好ましい。ただし、ここでいう長さとは、図３（
Ｂ）に示すように、本体１０の軸まわりの有効長さをいうものとする。さらに、破断部１
２は、本体１０の外周に対して斜め上向きに形成し、両端部１２ａ、１２ａをそれぞれ本
体１０の軸方向に下向きに湾曲させてもよい。
【００３０】
　なお、錠剤用の収納スペースＳ2 の縦リブ１３、１３…は、錠剤Ｔの横移動を有効に制
限し得る限り、本数、配列形態を適宜変更してもよい。収納スペースＳ2 の下端部のスペ
ーサリブ１４についても、錠剤Ｔの縦移動を制限できれば、その数や形態を任意に変更可
能である。また、文書用の収納スペースＳ1 は、添付文書Ｄを収納せず、錠剤用の収納ス
ペースＳ2 の延長部分として利用してもよい。
【符号の説明】
【００３１】
　Ｄ…添付文書
　Ｔ…錠剤
　Ｓ1 、Ｓ2 …収納スペース
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　１０…本体
　１２…破断部
　１２ａ…端部
　１２ｂ…屈曲部
　１２ｃ…厚肉部
　１３…縦リブ
　１４…スペーサリブ
　２０…栓体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特許出願人　　　　　伸晃化学株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代理人　弁理士　　　　松　田　忠　秋

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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